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マッカーリ サイモン 物理化学 －分子論的アプローチ－ 下巻 正誤・補遺 
11 刷の方 

 

 

 

ﾍﾟｰｼﾞ 行 修正前 修正後 

1356 （31・46）式    𝜐 =
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1357 
解答（ｂ）の

式 上 
   𝜐 ≈

𝑘3𝑏CO𝑏O2
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1357 
解答（ｂ）の

式 下    𝜐 ≈
𝑘3𝑏CO𝑏O2
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マッカーリ サイモン 物理化学 －分子論的アプローチ－ 下巻 正誤および補遺 
10 刷までの方 

 

 

 

ﾍﾟｰｼﾞ 行 修正前 修正後 

673 
↓2 

訳注† 
つくり出すことができる†．（追加） 

† 訳注: この段落の記述は古い．2019 年に SI

単位の大幅な改定があり，現在はボルツマン

定数の定義によりケルビンは定義されてい

る． 

674 

↓2,4,10 

および 

表 16・2 

の↓4,5 

0.082 058 L atm mol-1 K-1 

 
0.082 057 L atm mol-1 K-1 

943 ↓9 
 

×(     )3 

  

×(     )3 

1032， 

1033 

（24・38）

式， 

（24・41）

式 

（理想気体） （共存すべき蒸気が理想混合気体） 

1250 

本文↓1 

訳注†追

加 

である†．式（29・63）のはじめの…

… 

† 訳注: 一定圧力の理想気体中の反応を考

えれば [Ｍ] は一定なので，k1′=k1[M] およ

び k-1′=k-1 [M] とできる．式（29·66）で 

kc,1 =     =     である． 

1268 ↑3 
d[HBr]/dt は Iabsにどのように依存す

るか． の次に右の文章を続ける 

簡単のために p.1250 の脚注を参照して解け． 

 

1356 
（31・46）

式 
   𝜐 =

𝑘3𝑏CO𝑏O2
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1357 
解答（ｂ）

の式 上 
   𝜐 ≈

𝑘3𝑏CO𝑏O2

1/2
𝑃CO𝑃O2

1/2

1 + 𝑏O2

1/2
𝑃O2

1/2  ∝ 𝑃CO    𝜐 ≈
𝑘3𝑏O2
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1357 
解答（ｂ）

の式 下    𝜐 ≈
𝑘3𝑏CO𝑏O2

1/2
𝑃CO𝑃O2

1/2

1 + 𝑏CO𝑃CO
 ≈ 定数    𝜐 ≈

𝑘3𝑏O2

1/2
𝑃CO𝑃O2

1/2

1 + 𝑏CO𝑃CO
 ≈ 定数 

1379 

問 題 解

答 

1・24 
9.12 nm,  91.2 nm, 

1395 29・33 1

2

d[HBr]

d𝑡
= 𝑘2 (

2𝐼abs

𝑘‐1
)

1/2
    

1

2

d[HBr]
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= 𝑘2 (

𝐼abs

𝑘‐1

′
)

1/2

 

 

 k1
 

 k-1 

k1′ 

k-1′ 

 1 dm3 

10 cm 

 1 dm 

10 cm 
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